
区立錦華公園改修について 千 代 田 区 道 路 公 園 課

お茶の水小学校・幼稚園

JR御茶ノ水駅

錦 華 公 園 に つ い て
震災復興小公園として昭和４年に開園した錦華公園は、昭和４２年の改修から５０年以上が経過しており、老朽化が

進んでいます。また、隣接するお茶の水小学校・幼稚園の建て替えにより、現在公園内にある幼稚園仮園舎の敷地が
返還されます。そのため、地域住民や学校関係者等の意見を伺いながら、より地域に愛される公園として改修工事を
行います。

改 修 の 経 緯

改修整備にあたっては、以下に示すプロセスで地域住民の方々や多様な公園利用者の声を聞きながら、錦華公園 神保町駅

の将来像について検討しました。
意 見 収 集 アンケート調査、利用実態調査、オープンハウス（計2回）、遊具に関する子供・保護者アンケート 情 報 発 信 錦華公園だより

アンケートやヒアリング、オープンハウスにより、隣接する幼稚園や小学校、地域住民、大学生やサラリーマンなどの多様な
利用者の意見を収集し、計画・設計に反映しました。

意見交換会の開催と合わせニュースレターを地域住民へ配布し、
区のHPにおいて掲載することで、広く情報を発信しました。

合 意 形 成 意見交換会（計7回）

令和元年から令和3年にかけ、改修整備の基本方針から設計図について、模型やVRを使用しながらに向けて意見交換を
行いました。
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お茶の水小学校・幼稚園

①

② ③

④
⑤

改 修 工 事 の  基 本 方 針 地歴調査や利用実態調査の結果を踏まえ、意見交換会を通して改修整備に向けた基本方針を設定しました。

要望や現代のニーズに合わせた「憩いや活動あふれる広場」を創出する
西側平坦部

開園当初から引き継がれてきた「自然風庭園」を保全・改善し次世代へ継承する

東側斜面部

⑤

全体整備イメージ

改 修 工 事 の  内 容

憩いゾーン

保全ゾーン

遊具ゾーン①

多目的ゾーン

②

③

④

まとまった遊具スペースと安心な見守り
スペースを整備

日当たりがよく多世代で使える場所を整備

子どもたちが自由に駆け回れる多目的広
場を整備

斜面地を保存、池を再生し、親水施設を
新設

西側平坦部は「遊具ゾーン」「憩いゾーン」「多目的ゾーン」、東側斜面部は「保全ゾーン」として整備します。
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